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花粉症対策全体像（グランドデザイン）

・植え替え
・伐採
・利⽤
・森林管理

・測定
・予報
・情報提供

■測定
・花粉⾶散観測（環）
■予測
・気象データによる花粉⾶散
予測（気）
・スギ・ヒノキ雌花の着花量
調査による花粉⾶散予測
（農）

・検査
・予防
・治療

・除去
・防護
・阻⽌

■⽣成抑制
・花粉症対策品種（少花粉・
無花粉スギ）開発、植え替
え促進
・菌類を活⽤した⾶散防⽌
剤研究
■伐採、利⽤
・改質リグニン商⽤化研究
・CLT材
■森林管理
・森林経営管理法 等

■治療（厚）
・薬物療法（対症療法）
・免疫療法（根治治療）
・⾆下療法
・花粉緩和⽶研究（農）
・花粉症ワクチン研究（⽂）
・⼿術療法
・有病者数調査（2020年度〜）

・免疫基礎研究（⽂）

⾶散量を減らす ⾶散情報を流す 接しない 医療・医薬

I⽣成

花粉発⽣源対策プロジェクト（H19〜）

林野庁 ⽂科省・厚労省
農⽔省

環境省・気象庁
農⽔省

環境省・国交省
経産省

■⼤学
・防曝研究 埼⽟⼤学
■⺠間
・防爆グッズの開発
・花粉無⼒化の住環境開発

事実上、国の取り組みなし

■⼤学
・花粉症対策アプリ 順天堂⼤

花粉症環境保健マニュアルに
よる啓発（環）

Ⅲ曝露 Ⅳ発症Ⅱ⾶散
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⼭⽥太郎の花粉症対策のための取り組み
2013年5⽉9⽇ 農林⽔産委員会 質疑 - ⼭⽥太郎、花粉症について国会で初質疑
2014年3⽉13⽇ 農林⽔産委員会 質疑 - 所信表明に「花粉症対策」が⼊っていない件について
2014年3⽉17⽇ 農林⽔産委員会 質疑 - 花粉症対策予算の拡充について
2014年4⽉8⽇ 農林⽔産委員会 質疑 - 花粉症の経済損失について
2015年3⽉3⽇ 花粉症調査のため視察（森林総合研究所・農業⽣物資源研究所・建築研究所）
2015年3⽉26⽇ 農林⽔産委員会 質疑 - 花粉の発⽣源であるスギの補助⾦について
2020年3⽉６⽇ 花粉症調査のため視察（森林総合研究所、農研機構）
2020年３⽉10⽇ 内閣委員会 質疑 - 花粉症対策のグランドデザインについて
2020年4⽉21⽇ ⼩泉進次郎環境⼤⾂（当時）に直訴
2023年4⽉3⽇ 決算委員会 質疑 - 花粉症対策の政府の司令塔について
2023年4⽉12⽇ 超党派 花粉症対策議員連盟（仮称） 発起⼈会
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⼩花粉杉・無花粉杉の成果︓林野庁の答弁
l 決算委員会（2023/04/03）

– 花粉症の発⽣源と発症対策について
→ 政府参考⼈（林野庁⻑官）

少花粉杉、無花粉杉のこれまでの成果と今後の⽅針及び数量⽬標、
また、100％少花粉杉、無花粉杉にする場合の課題等について

御⾒解、お願いします。

少花粉杉、無花粉杉などの花粉の少ない苗⽊の⽣産拡⼤に取り組んでおりまして、
令和⼆年度には1393万本まで増加し、

⽣産量が⼗年前と⽐べて約10倍、杉苗⽊の年間⽣産量の約五割に達しております。
令和14年度までにこの杉苗⽊の年間⽣産量の約七割にまで増加させることを⽬標に、

引き続き関係機関、関係団体と連携し、⽣産、利⽤の拡⼤に取り組んでまいる考えでございます。
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杉花粉⾶散防⽌剤︓林野庁の答弁
l 決算委員会（2023/04/03）

– 花粉症の発⽣源と発症対策について
→ 政府参考⼈（林野庁⻑官）

即効性という意味においては、別に杉花粉⾶散防⽌剤の実⽤化というものがあります
この杉花粉⾶散防⽌剤の実⽤化に向けた状況と

今後の⽅針、期限⽬標、課題等、お伺いできればと思います。

花粉⾶散防⽌剤の開発につきましては、いずれもまだ様々なレベルでの課題がありますので
期限を定めた⽬標の設定はできておりませんけれども、

課題を⼀つ⼀つ解決しながら、
引き続き早期の実⽤化に向けて取り組んでまいる考えでございます。

Ø シドウイア菌を活⽤した防⽌剤の開発→令和三年度までに、花粉量の抑制が図られるなどの効果が確認
Ø 令和四年度からは、新たな防⽌剤の開発に対して⽀援（⾷品添加物として利⽤されている物質）
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国をあげた花粉症対策︓野村農⽔⼤⾂から引き出した答弁
l 決算委員会（2023/04/03）

– 花粉症の発⽣源と発症対策について
→ 野村哲郎農林⽔産⼤⾂

本当に我々はコロナ克服するためにいろんなことを対策してきました。
この花粉症対策、国を挙げて、これだけの国⺠病というふうに⾔われているんですから、

やっていただきたいというふうに思います。
御⾒解を伺いたいと思います。

⼤変これは重要な問題だというふうに思っております。
農⽔省だけでできる話ではございませんので、これらの取組につきましては、

いろんな課題もありますので、関係省庁や関係機関と連携して、

これからの取組も⾃分のこととして私も⼀⽣懸命やってまいりたいと、
こんなふうに思っているところでございます。
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本当に我々はコロナ克服するためにいろんなことを対策してきました。
この花粉症対策、国を挙げて、これだけの国⺠病というふうに⾔われているんですから、

やっていただきたいというふうに思います。御⾒解を伺いたいと思います。

花粉症については、もはや我が国の社会問題と⾔っていいような問題であると認識をしています。
そして、委員、まさに全体像、対策の全体像をお⽰しになられましたが、

発⽣源対策、それから発⽣の予測、それから予防、それから治療と、様々な対策が求められます。
要は、これをどう組み合わせて、効果的な組合せをつくって対策を⾏う、これが重要だと思っています。

そういったことから、政府においても関係閣僚会議、これを開催し、
そして情報共有、そして効果的な対策の組合せ、こういったものに取り組んでいます。

是⾮結果を出したいと思います。 4⽉14⽇（⾦）関係閣僚会議開催

国をあげた花粉症対策︓岸⽥総理から引き出した答弁
l 決算委員会（2023/04/03）

– 花粉症の発⽣源と発症対策について
→ 岸⽥ ⽂雄内閣総理⼤⾂


